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逗
子
市
誕 

      

池
子
遺
跡
群
は
田
越
川
の
支
流
、
池

子
川
の
右
岸
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ

の
調
査
は
、
昭
和
55
年
の
池
子
米
軍
住

宅
建
設
計
画
を
契
機
に
、
神
奈
川
県
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
後
の
か
な
が

わ
考
古
学
財
団
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 

低
地
で
は
何
も
出
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
予
想
は
大
き
く
外
れ
、
２
千
年
前
の

弥
生
時
代
中
期
後
半
（
宮
ノ
台
式
期
と

言
い
ま
す
）
に
流
れ
て
い
た
旧
河
道
が

発
見
さ
れ
る
と
、
中
か
ら
多
数
の
遺
物

が
出
土
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
す
べ
て

の
調
査
が
終
了
し
、
遺
跡
は
削
ら
れ
た

り
埋
め
戻
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、

県
の
重
要
文
化
財
241
点
を
含
む
、
２
万

５
千
点
以
上
の
貴
重
な
資
料
が
池
子
遺

跡
群
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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逗子の遺跡② 池子
い け ご

遺跡群
いせきぐん

資料館
しりょうかん

 

池子遺跡群の出土品 
「池子遺跡群資料館」パンフレット表紙より 



梅
雨
の
合
間
を
縫
っ
て
池
子
遺
跡
群

資
料
館
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
資
料
館
は

平
成
１１
年
に
池
子
米
軍
住
宅
地
区
内
に

開
館
し
ま
し
た
が
、
平
成
２７
年
２
月
の
池

子
の
森
自
然
公
園
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
現

在
は
事
前
予
約
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
に
よ
る

身
元
確
認
も
な
く
、
一
般
に
開
か
れ
た
施

設
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料
館
の
３
階
奥
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、

旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代
か
ら
、
近
代
ま

で
の
資
料
が
、
時
代
ご
と
に
展
示
し
て
あ

り
ま
す
。
特
に
木
製
品
の
出
土
は
量
・
質

と
も
に
県
内
最
大
規
模
で
、
横
浜
市
歴
史

博
物
館
に
あ
る
弥
生
時
代
の
展
示
物
は
、

全
て
池
子
遺
跡
群
の
レ
プ
リ
カ
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
が
わ
か
り 

ま
す
。 

 
 
 
 
 

   

 

〈各
時
代
の
主
な
遺
物
・遺
構
〉 

旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代 

 

最
古
の
遺
物
は
１
万
５
千
年
～
２
万
年

前
の
ナ
イ
フ
型
石
器
で
あ
る
。 

弥
生
時
代 

 

低
地
の
河
道
と
そ
の
周
辺
で
竪
穴
住
居
、

方
形
周
溝
墓
が
、
ま
た
、
多
数
の
木
製

農
具
や
鹿
の
角
で
造
ら
れ
た
釣
り
針
が

発
見
さ
れ
半
農
半
漁
の
生
活
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。 

古
墳
時
代 

鏡
の
破
片
、
銅
や

鉄
の

鏃
（
や
じ
り
）
、
勾

玉
（
ま
が
た
ま
）
や
剣
形
な
ど
の
石
製
模
造

品
が
出
土
し
、
何
ら
か
の
儀
式
が
執
り

行
わ
れ
た
よ
う
だ
。 

奈
良
・
平
安
時
代 

古
銭
、
和
鏡
、
帯
金
具
な
ど
金
属
製
品

が
出
土
し
、
有
力
者
の
存
在
を
示
し
て

い
る
。 

中
世
・
近
世 

池
子
は
鎌
倉
と
六
浦
を
つ
な
ぐ
道
筋
と

な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
や
ぐ
ら
群
（
石

窟
遺
構
）
が
確
認
さ
れ
た
。 

近
代
以
降 

水
田
耕
作
に
関
連
す
る
遺
構
が
多
く
見

ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
地
区
は
、
昭
和
12

年
、
旧
帝
国
海
軍
に
よ
り
弾
薬
庫
と
し

て
接
収
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
が
、
当
時

の
慌
し
い
立
ち
退
き
の
様
子
が
偲
ば
れ

る
遺
物
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。 

   

     

近代「湯飲み茶碗」 

生活感ただよう遺物 

展示室へ 



弥
生
時
代
の
旧
河
道
か
ら
出
土
し
た

木
製
品
や
骨
角
器
は
、
低
湿
な
粘
土
質

の
土
壌
に
挟
ま
れ
、
真
空
パ
ッ
ク
し
た

か
の
よ
う
に
良
好
な
保
存
状
態
で
数
多

く
残
っ
て
い
た
た
め
、
大
き
な
注
目
を

集
め
ま
し
た
。
中
で
も
木
製
品
は
農
具
、

容
器
、
機
織
具
（
は
た
お
り
ぐ
）
、
斧
の
柄

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
完
成
す
る

前
の
製
作
過
程
が
分
か
る
、
作
り
か
け

の
製
品
が
多
く
出
土
し
た
こ
と
で
木
製

品
製
作
の
方
法
、
手
順
が
明
ら
か
に
な

り
、
弥
生
時
代
の
初
期
農
耕
文
化
を
知

る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

な
ぜ
旧
河
道
か
ら
大
量
の
木
製
品
等

の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

弥
生
時
代
、
鍬
（
く
わ
）

な
ど
の
木
製

品
は
歪
み
を
出
さ
な
い
よ
う
、
水
に
つ

け
て
樹
液
な
ど
を
抜
き
な
が
ら
作
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
流
れ
の

穏
や
か
な
河
道
の
岸
辺
が
作
業
場
に
な

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
弥
生
時
代
後

期
の
洪
水
に
よ
っ
て
、
河
道
の
作
業
場

も
突
然
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

  

         

  

２
階
は
資
料
の
収
蔵
室
に
な
っ
て
い
て
、

今
回
は
特
別
に
中
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
４
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
交
代
で
資
料

の
修
復
・
保
存
・
目
録
作
り
の
作
業
を
し

て
い
ま
す
。
膨
大
な
数
で
、
訪
れ
た
時
に

は
作
業
待
ち
の
資
料
が
廊
下
に
も
並
ん
で

い
ま
し
た
。 

            

 

資料でいっぱいの収蔵室 

手前 「未成品（作りかけ）の鍬」 
右奥 「完成品の鍬」 



資
料
館
か
ら
奥
に
続
く
道
は
現
在
通

行
止
め
で
す
が
、
平
成
２７
年
秋
以
降
に
開

通
し
、
久
木
中
小
共
同
運
動
場
と
つ
な
が

る
予
定
で
す
。 

最
後
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
裏
に
あ
る
、
４

ｍ
近
い
高
さ
の
シ
ロ
ウ
リ
ガ
イ
の
化
石
層

を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

シ
ロ
ウ
リ
ガ
イ 

池
子
の
シ
ロ
ウ
リ
ガ
イ
類
化
石
密
集

層
は
、
今
か
ら
４４０
万
年
前
に
水
深
千
ｍ

付
近
に
群
集
し
て
生
息
し
て
い
た
シ
ロ

ウ
リ
ガ
イ
類
が
海
底
地
す
べ
り
に
よ
っ

て
深
海
に
堆
積
し
、
長
い
年
月
の
間
に

地
殻
変
動
に
よ
っ
て
隆
起
、
約
50
万
年

前
に
陸
地
に
な
っ
て
地
上
に
現
れ
た
も

の
で
、
生
物
学
的
、
地
質
学
的
に
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
三
浦
半
島

の
形
成
解
明
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。 

 

天
気
が
回
復
し
、
木
漏
れ
日
さ
す
緑
の

中
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
「
チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
」

を
聞
き
な
が
ら
資
料
館
を
後
に
し
ま
し
た
。 

         
 ●

JR
逗
子
駅
前
バ
ス
の
り
ば
３
番 

「
ア
ザ
リ
エ
循
環
」
行 

乗
車
約
５
分
。

「
池
子
十
字
路
」
バ
ス
停
下
車
。 

前
方
池
子
十
字
路
左
折
。
徒
歩
約
８
分
。 

●
京
急
神
武
寺
駅
か
ら
徒
歩
。 

新
逗
子
方
向
に
向
か
い
、 

池
子
十
字
路
右
折
。
約
１５
分
。 
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シロウリガイ化石層 

ア
ク
セ
ス 


